
令
和
元
年
六
月
二
十
日
提
出

質
問
第
二
六
九
号

外
国
人
刑
事
事
件
の
司
法
通
訳
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

松

平

浩

一
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外
国
人
刑
事
事
件
の
司
法
通
訳
に
関
す
る
質
問
主
意
書

法
務
省
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
末
時
点
に
お
け
る
在
留
外
国
人
の
数
は
、
前
年
比
六
�
六
％
増
の
約
二
百
七
十
三
万
人
で

あ
り
、
過
去
最
高
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
政
府
観
光
局
の
発
表
に
よ
れ
ば
、
二
〇
一
八
年
の
訪
日
外
国
人
旅
行
者
数
は

前
年
比
八
�
七
％
増
の
約
三
千
百
十
九
万
人
で
あ
り
、
こ
ち
ら
も
過
去
最
高
値
と
な
っ
て
い
る
。
外
国
人
の
受
け
入
れ
拡
大
に

伴
い
、
刑
事
事
件
の
第
一
審
で
法
廷
通
訳
が
つ
き
判
決
を
言
い
渡
さ
れ
た
被
告
人
の
数
は
、
二
〇
一
八
年
は
三
千
七
百
五
十
七

人
で
あ
り
、
こ
れ
も
二
〇
一
四
年
に
比
べ
て
千
三
百
七
十
四
人
増
加
し
て
い
る
。

在
留
・
訪
日
外
国
人
の
増
加
に
伴
い
、
外
国
人
を
被
疑
者
・
被
告
人
と
す
る
刑
事
事
件
の
捜
査
や
公
判
に
お
け
る
通
訳
（
い

わ
ゆ
る
「
司
法
通
訳
」
）
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
っ
て
い
る
。
一
般
に
、
司
法
通
訳
は
、
捜
査
通
訳
、
法
廷
通
訳
、
弁
護
通
訳
の
三

種
類
に
分
け
ら
れ
る
が
、
最
高
裁
判
所
の
法
廷
通
訳
候
補
者
名
簿
登
録
数
は
五
年
前
に
比
べ
て
二
百
人
以
上
減
る
な
ど
、
司
法

通
訳
を
引
き
受
け
る
人
の
数
は
減
少
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
負
担
の
重
さ
や
、
人
選
・
報
酬
の
基
準
や
プ
ロ
セ
ス
の

不
透
明
さ
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

以
上
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

二
〇
一
六
年
十
月
に
は
、
東
京
地
裁
に
お
い
て
不
正
確
な
法
廷
通
訳
が
百
箇
所
位
以
上
あ
っ
た
と
し
て
、
裁
判
所
が
職
権

一



で
通
訳
内
容
を
鑑
定
し
た
事
案
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年
に
は
、
大
阪
府
警
の
取
り
調
べ
に
お
い
て
、
通
訳
人
の
誤
訳

や
通
訳
漏
れ
な
ど
ミ
ス
が
約
百
二
十
箇
所
あ
っ
た
と
し
て
、
調
書
の
一
部
の
信
用
性
が
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
事
案
も
あ
る
。

司
法
通
訳
の
性
質
上
、
全
く
誤
り
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
面
が
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
外
国
人
被
疑
者
・

被
告
人
の
権
利
を
十
分
に
擁
護
す
る
た
め
に
は
司
法
通
訳
の
質
の
担
保
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

海
外
に
は
、
司
法
通
訳
に
関
す
る
国
家
資
格
を
設
け
て
い
る
国
も
存
在
す
る
が
、
日
本
に
は
公
的
な
司
法
通
訳
の
能
力
を

評
価
、
担
保
す
る
資
格
認
定
制
度
が
存
在
し
な
い
。
な
お
、
民
間
団
体
の
一
般
社
団
法
人
日
本
司
法
通
訳
士
連
合
会
が
「
司

法
通
訳
技
能
検
定
」
を
実
施
し
て
い
る
が
、
こ
の
認
定
を
受
け
な
く
と
も
司
法
通
訳
を
行
う
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

司
法
通
訳
が
外
国
人
の
被
疑
者
・
被
告
人
の
権
利
擁
護
の
た
め
に
不
可
欠
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
国
ま
た
は

公
的
な
機
関
に
よ
る
資
格
認
定
制
度
を
導
入
し
、
民
間
団
体
と
も
連
携
し
つ
つ
、
そ
の
質
の
担
保
と
充
実
し
た
研
修
体
制
を

設
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
料
す
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

二

在
留
・
訪
日
外
国
人
が
増
加
し
て
い
る
一
方
、
司
法
通
訳
の
担
い
手
は
減
少
し
て
お
り
、
担
い
手
の
負
担
は
益
々
増
加
し

て
い
る
。
そ
こ
で
、
司
法
通
訳
の
担
い
手
を
増
員
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
増
員
さ
せ
て
い

く
予
定
で
あ
る
の
か
。
入
国
管
理
と
司
法
行
政
を
司
る
法
務
省
を
中
心
に
、
裁
判
所
と
も
連
携
し
た
取
り
組
み
が
必
要
と
思

二



料
す
る
が
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

三


